
株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

◯住所・氏名等のご変更
◯単元未満株式の買取請求
◯配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

◯未受領の配当金のご照会
◯郵送物等の発送と返戻
◯その他一般的な株式事務
◯特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社証券代行部
までお問い合わせください。
0120-232-711（通話料無料）

会社の概要

社 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本 社 所 在 地 〒102-0084 東京都千代田区二番町１-１
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 229名（グループ総計 2,925名）

株式の状況

発行可能株式総数/発行済株式総数 32,600,000株／11,628,929株
株 　　　主　 　　数  3,479名

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により
電子公告による公告をすることができない場合
は、日本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載 URL https://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

当社 ウェブサイトのご案内

https://www.chiyoda-i.co.jp/

事業内容やIR情報などをご覧いただけます。

資産合計

52,063

現金及び預金
18,059

受取手形及び
売掛金
11,384

有形固定資産
12,481

無形固定資産
285

投資その他の資産
4,530

支払手形及び
買掛金
5,581
短期借入金
1,020

固定負債
1,465
繰延税金負債
781

24.8%

36.2%

その他（北米等を含む）

12.5%

日本

中国

26.5%

東南アジア

33.5%

OA機器

16.2%

AV機器

30.0%

自動車

家電その他

15.8%

通信機器

4.5%

流動資産
34,766

固定資産
17,297

純資産
41,459

流動負債
9,138

資産の状況 （単位：百万円） 会社情報／株式情報 （2024年6月30日現在）

地域別売上高構成比

業種別売上高構成比

地域別
売上高構成比

業種別
売上高構成比

負債純資産合計

52,063

中間報告書
2024年1月1日〜2024年6月30日

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915

第69期
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中間連結会計期間の概況
　当中間連結会計期間における世界経済は、中国経済の低迷や
ウクライナ・中東情勢の長期化などの地政学リスク、欧米等の
金融引き締め政策の継続や物価上昇により先行きが不透明な状
況が続きました。米国では、個人消費は緩やかな減速基調とな
ったものの、良好な労働環境が下支えとなり、景気は底堅く推
移しました。中国では、輸出は堅調に推移したものの、内需の
低迷と長引く不動産不況の影響により景気の停滞感が強まりま
した。他のアジア地域では、輸出の増加や製造業の回復により、
概ね堅調に推移しました。
　また、我が国経済は、物価上昇により個人消費の持ち直しに
足踏みが見られるものの、雇用・所得環境の改善やインバウン
ド需要の増加などを背景に、景気は緩やかな回復基調となりま
した。一方で、為替相場が米国利下げ観測の後退などから一時
１ドル160円を超える歴史的な円安水準となり、インフレ圧力
の高まりや個人消費の低下が懸念されました。
　このような経営環境の中で、中期経営計画で掲げた「事業領域
の転換」を推進するため、グループ一丸となり目標に向かって邁進
してまいりました。

　当拠点は、2017年1月にスロバキア現地法人の駐在員事
務所として設立されました。
　デュッセルドルフ市は、ドイツ西部に位置しオランダ・ベ
ルギー・フランスにも近く、欧州顧客の研究開発部門へのマ
ーケティング活動や技術サポートを行っています。
　最近は活動の成果が表れ始め、外資系メガサプライヤーか
らのお問い合わせが増えています。

　2025年１月（予定）の現
地法人化に向けた準備を着
実に進めております。欧州
最大の自動車市場に向けた
外資系メガサプライヤーへ
の営業活動では、当社グル
ープのグローバル生産体制を強みとして、特にデジタル化が
加速する車載ディスプレイやバッテリ―関連部品の拡販に注
力して取り組んでまいります。

　毎年12月にスロバキア現
地法人が主催する恒例のク
リスマスパーティーが開催さ
れ、駐在員事務所メンバー
も一緒に参加いたしました。
　皆で美味しい食事やダン
スで盛り上がり、社内交流
をしながら楽しい時間を過ごしました。

社内レクリエーション

　本年3月8日に2年目（2022年4月入社）社員を対象と
した「フォローアップ研修」を開催いたしました。

　これは、当社の人材育成体
系による階層別研修の1つ
で、参加者は入社からこれま
でを振り返り、同期の成長を
認識し刺激を与え合いなが

ら各自の課題を整理し、今後の成長イメージを描いたう
えで目標設定を行いました。講話では先輩社員が講師を
務め、自らの経験により大事にしていることをテーマに
話しをされ、参加者からは、失敗を恐れず挑戦していきた
いという声が多く聞かれました。また、講話後のワーク 
ショップでは、各自が3年後・10年後のありたい姿を実
現するためのアクションプランを作成し発表いたしま
した。現在は、それぞれが職場に戻り各自が掲げた目標に
取り組んでおり、近い将来、株主の皆様にも参加者が成長
した姿をお見せできるよう、期待しています。

２年目社員フォローアップ研修

売上高

20,367百万円

前年同期 18,614百万円
前年同期比

9.4％

経常利益

2,146百万円

前年同期 1,739百万円
前年同期比

23.4％

営業利益

1,636百万円

前年同期 1,228百万円
前年同期比

33.2％

親会社株主に帰属する
中間純利益

1,520百万円

前年同期 1,158百万円
前年同期比

31.2％

名 称 CHIYODA INTEGRE SLOVAKIA, s.r.o.
Dusseldorf Representative Office

設 立 2017年1月

所 在 地 Oststrasse 54, 40211 
Dusseldorf, Germany

拠点紹介

事業の拡大に向けて

世界世界を歩く歩く ドイツ・
デュッセルドルフ

CLOSE UP

　山東現地法人は、労働安全衛生マネジメ
ントシステムの国際規格であるISO45001
の認証を取得いたしました。
　同規格は、組織で働く全ての人々が、安
全かつ身体と精神の両面で健康的に働く
ための仕組みを構築・運用することで、組織の労働安全
衛生パフォーマンスを向上させるための枠組みです。
　労働環境の改善に取り組み、企業価値向上のために良
い人材を採用するとともに、労働安全衛生マネジメント
システムの実践により、一層安全で健康な職場を提供で
きるよう活動を推進してまいります。

ISO45001認証取得

　2017年1月より、ドイツ国内に駐在員事務所を設置
して事業活動を展開しておりますが、2025年1月（予定）
に現地法人化することでこれまで以上に自動車業界への
参入を強化して一層の業容拡大を図ってまいります。

ドイツ現地法人設立
（2024年8月8日：ニュースリリース）
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